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平成 7年11月20日発行 愛媛県温泉郡川内町 ・編集川内町総務課・電話966-2222有線2111・印刷 7，ノ印刷

|町の動き 1(11月1日現在) 人口10，749人(+17)男子5，090人(+9) 女子5，6白人(+8) 世帯数3，520戸(+8)
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食
糧
管
理
法
に
替
わ
る
新
た
な
米
の
流
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に

関
す
る
法
律
」
(
新
食
糧
法
)
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
『
新
食
糧
法
』
に
つ
い
て
、
以
前
の
食
糧
管
理
法
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

-
新
食
糧
法

-

成
立
の
経
緯

昭
和
十
七
年
に
つ
く
ら
れ
た

「食
管
法
」
は
、
戦
中
・
戦
後
を
通

じ
て
米
が
不
足
す
る
事
態
が
続
く

中
で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
国
民

の
必
要
と
す
る
数
量
の
食
糧
を
安

定
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
食
生
活
の
安
定
を
図
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

宇
品
7
し
れ
~
。

そ
の
後
、
自
主
流
通
米
の
導
入

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
正
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
米
の
生
産
・

流
通
を
め
ぐ
る
状
況
が
変
化
す
る

中
で
、
制
度
の
基
本
が
政
府
に
よ

る
米
の
全
量
管
理
と
い
う
、
い
わ

ば
統
制
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
「
食
管
法
」

で
は
消
費
者
ニ

l
ズ
へ
の
的
確
な

対
応
や
、
生
産
者
の
創
意
工
夫
が

発
揮
さ
れ
に
く
い
こ
と
か
ら
、
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
の
議
論
が
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス

米
の
輸
入
が
ズ
タ

l
卜
す
る
な

ど
、
新
し
い
国
際
規
律
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
米
の
需
給

と
価
格
の
安
定
の
た
め
に
、
生
産

者
の
自
主
性
を
活
か
し
て
稲
作
生

産
の
体
質
強
化
を
図
り
、
規
制
緩

和
に
よ
る
流
通
の
合
理
化
を
図
ろ

う
と
い
う
目
的
で
作
ら
れ
た
の

が
、
今
回
の
新
食
糧
法
な
の
で

す。



-
食
管
法
と

-
新
食
糧
法
の
出
較

従
来
の
食
糧
管
理
法
の
も
と
で

は
、
政
府
が
一
元
的
に
お
米
を
管

理
し
、
み
な
さ
ん
に
供
給
し
て
き

ま
し
た
。

新
食
糧
法
の
も
と
で
は
、今
後
と

も
お
米
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
生

産
者
の
自
主
性
を
活
か
し
た
稲
作

生
産
の
体
質
強
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
や
、
市
場
原
理
の
導
入

・
規

制
緩
和
を
通
じ
て
流
通
の
合
理
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
政
府

の
役
割
は

一
定
の
範
囲
に
限
定
し

て
い
ま
す
。
(
両
法
の
比
較
は
、

以
下
の
と
お
り
)

新食糧法のポイント

1.全体需給の調整

2.民間流通による自主流通

米を主体

3.需給実勢力ず適確に反映さ

れる価格の形成

4.規制緩和による流通の合
理化

新食糧法 食緩管理法

震 的 主要な食糧である米穀及び麦が主食としての 国民食糧ノ確保及国民経済ノ安定ヲ図ル為食

役割を果たし、かつ、重要な農産物としての地 糧ヲ管理シ其ノ需給及価格ノ調整並ニ流通ノ規

位を占めていることにかんがみ、米穀の生産者 制ヲ行フコトヲ目的トス

から消費者までの計画的な流通を確保するため

の措置並ぴに政府による主要食糧の買入れ、輸

入及び売渡しの措置を総合的に講ずることによ

り主要食糧の需給及び価格の安定を図り、もっ

て国民生活と国民経済の安定に資することを目

的とする O

[米] 0生産調整、備蓄の運営、輸入等を位置付けた 0政府米を中心とした計画制度(基本計画 ・供

全体需給の調整 計画制度(指針 ・基本計画) 給計画)

0生産調整実施者からの政府買入れ 0政府への売i度義務を前提とした政府買入れ

0備蓄 0特段の規定なし

0輸出入の許可制 0輸出入の許可制

-ミニマム ・アクセス輸入を実施

流通のあり方 民間流通による自主流通米が主体。政府は政府 制度上、流通の主体は政府米であり自主流通米

米の操作を通じて、備蓄の運営やミニマム ・ア は例外(政府による厳格な米管理が基本)

クセスの運用 0生産者から消費者まで厳格な流通ル-1:の特

0流通規制の緩和(流通ルートの多様化 ・弾力 定(有償譲渡規制)

化)

0計画出荷米以外のものについては、その数量

の届出を要件として自由に販売が可能

0計画出荷米の出荷を取扱う出荷取扱業者 ・言十 0集荷業者の指定制 ・販売業者の許可制(参入

画流通米の販売を行う販売業者の登録制 制限)

(要件を満たせ臥可能 ) 

卸 ・小売業者の定数制の廃止

価格形成 O自主流通米については、 自主流通米価格形成 O自主流通米価格形成機構における入札取引 |

センターにおける入札取引 (運用)

0政府買入価格は、自主流通米の価格の動向等 0政府買入価格は、生産費及び経済事情等を参

を反映させ、再生産の確保を旨とする 考にし、再生産の確保を旨とする

0政府売渡価格は、米穀の需給の動向等を参考 0政府売渡価格は、家計費及び経済事情を参考

にし、消費者の家計の安定を旨とする にし、消費者の家計の安定を旨とする

[麦] 0関税化 0輸出入の許可制

圏域措置 0マークアップの上限額を約束
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平
成
八
年
度
よ
り
始
ま
る
「
第
三
次
長
期
総
合
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て

の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
の
特
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
町
の
産
業
」
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
三
回
目
は
、

O
農
業
振
興
対
策
と
し
て
何
に
力

を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
か
。
[
表
1
]

*
「
低
農
薬
・
有
機
農
業
の
推
進
」

日
・
5
%
、
「
生
産
基
盤
の
整
備
(
農

道
・
用
排
水
路
・
圃
場
整
備
な

ど
)
」
ロ
・
7
%
、
「
新
作
物
の
研

究
・
導
入
」
叩
・
1
%
、
な
ど
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
近

年
の
健
康
食
品
ブ
l
ム
に
乗
り
、

安
全
な
食
べ
物
と
し
て
野
菜
な
ど

の
無
農
薬
指
向
を
と
ら
え
た
「
低

農
薬
・
有
機
農
業
」
に
対
す
る
意

見
が
多
い
よ
う
で
す
。

O
町
の
八
割
を
占
め
る
森
林
資
源

の
活
用
の
た
め
に
何
に
力
を
入
れ

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
[
表

2
]
 

*
「
公
益
的
機
能
(
緑
の
保
全

・

水
資
源
の
確
保
・
土
砂
流
出
の
防

止
)
の
維
持
・
確
保
」
沼
%
、
「
林

業
の
担
い
手
の
育
成
」
日
・
9
%
、

「
山
村
社
会
活
性
化
の
取
り
組
み

(
特
産
づ
く
り
・
林
家
融
資
制
度
・

定
住
の
た
め
の
生
活
基
盤
整
備
)
」

日・

8
%、
な
ど
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

林
業
は
今
後
益
々
厳
し
い
状
況

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
別
荘
地
開

発
な
ど
に
対
し
て
は
要
望
が
少
な

く
、
む
し
ろ
保
全
を
求
め
る
声
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
林
業
の
取
り

組
み
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
よ

う
で
す
。

O
商
業
振
興
対
策
と
し
て
何
に
力

を
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す

か
。
[
表
3
]

*
「
個
性
的
な
特
色
あ
る
庖
づ
く

り
」
お
・
4
%
、
「
土
産
物
・
特
産

品
の
開
発
・
販
売
」
日
・7
%
、
「日

常
品
な
ど
の
品
揃
え
の
充
実
・
庖

舗
の
改
善
」
日
%
、
な
ど
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
網
の
整
備
な
ど
に
よ

り
購
買
圏
が
松
山
市

・
重
信
町
な

ど
へ
拡
大
し
て
い
る
今
日
、
商
業

の
活
性
化
に
は
、
特
色
的
な
庖
舗
、

特
産
品
開
発
な
ど
が
必
要
で
あ
る

と
答
え
た
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す。O
工
業
振
興
対
策
と
し
て
何
に
力

を
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す

か
。
[
表
4
]

*
「
工
業
・
流
通
団
地
の
開
発
」

羽
・
1
%
、
「
農
産
物
を
活
か
し
た

加
工
産
業
の
育
成
」
お
・
1
%
、
「
U

タ
l
ン
者
に
よ
る
新
し
い
企
業
づ

く
り
へ
の
支
援
」
日
・
9
%
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
雇
用
と
U
タ

l
ン
者
へ

の
期
待
が
か
な
り
あ
る
よ
う
で
す

が
、
同
時
に
農
業
と
の
連
携
に
よ

る
工
業
振
興
も
望
ま
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
I
C
や
国
道
十
一
号
線
バ
イ
パ

ス
の
利
便
性
を
活
か
し
た
工
業
誘

致
や
流
通
団
地
の
開
発
に
よ
り
町

の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
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O
観
光
振
興
対
策
と
し
て
何
に
力

を
入
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す

か
。
[
表
5
]

*
「
既
存
の
自
然
観
光
地
の
整
備

(
滑
川
渓
谷
・
白
猪
之
滝
な
ど
)
」

n
・
2
%
、
「
自
然
・
田
園
景
観
の

保
全
・
整
備
」
日
%
、
「
観
光
物

産
館
な
ど
の
整
備
」
日
・5
%
な

ど
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
た
観
光
へ
の
取
り
組
み
が
も
っ

と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
同
時
に
観
光
果
樹
園
や
体
験

農
固
な
ど
の
充
実
も
望
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。



農業振興策について 表 1

低農薬 ・有機農業の推進

生産基盤の整備

新作物の研究 ・導入

農業後継者の育成

いきがい農業の推進

共同化の推進

観光農業の推進

農作業受託会社等の整備

農産物加工品の開発

提携型農業の推進

農地の規模拡大

その他・わからない・不明

〈合計:>1人 2つまで選択

森林資源の活用について 表 2

公益的機能の維持・確保

担い手の育成

山村社会活性化の取り組み

自然保護(人らずの森)

銘柄づくり・流通加工

斜面緑地などの保全

森林別荘地の開発など

その他・わからない・不明

く合計:>1人 2つまで選択

商業振興策について 表 3

個性的な特色ある庖づくり

土産物 ・特産品の開発販売

日常品などの品揃えの充実

共同居舗の建設による集積

観光向け物産館などの整備

加工見学販売の一体化施設

商庖街のイベントの充実

若者による庖づくり支援

その他・わからない・不明

く合計:>1人 2つまで選択

工業振興策について 表 4

工業・流通団地の開発

農産物を活かした加工産業

Uターン者による起業支援

既存の工業の育成

その他・わからない・不明

く合計:>1人 2つまで選択

観光対策について 表 5

既存の自然観光地の整備

自然・田園景観の保全整備

観光物産館などの整備

桜のまちづくり

観光農固などの充実

個性的な文化観光施設整備

塩ケ森公園の整備充実

康勝地でのイベント開催

田園別荘地の計画的開発

その他・わからない・不明

く合計:>1人 2つまで選択
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260 

200 

160 

150 

133 

120 

118 

100 

78 

60 

55 

144 

1，578 

345 

264 

216 

196 

159 

135 

122 

130 

1，567 

403 

265 

207 

184 

120 

111 

103 

80 

114 

1，587 

343 

292 

236 

190 

144 

120 

97 

76 

48 

75 

1，621 

農業振興策について

(5.0%) 

(6守3%)

森林資源の活用について

(13.8出)

商業振興策について

(7.2出)

(7.0%) 

(7.6%) 

(13.0出)

工業振興策について

(8.7出)

(15.9出)

(23.1 %) 

観光対策について

(14.5%) 

(12.7%) 

(40.1百)

医霊劉低農薬・有機農業の推進

E三ヨ生産基探の整備
~新作物の研究・導入
区国 農業後継者の育成

区麹生きがい農業の推進

匿豆沼共同化の推進

凹凹観光農業の推進

医翠i農作業受託会社等の整備
区~農産物加工品の開発
E互ヨ提携型農業の推進
医国農地の規模拡大

「一寸 その他・わからない・不明

密翻公益的機能の維持・確保

匡雪担い手の育成

匡歪~ 山村社会活性化の取り組み|
~ 自然保護(人らずの森)
~銘柄づくり ・ 流通加工
極率週斜面緑地などの保全

四lIIIllII森林別荘地の開発など

仁二コ その他・わからない・不明

匿霊III個性的な特色ある庖づくり
E三ヨ土居室物・特産品の開発販ヲ
臣室~ 日常品などの品揃えの充実
臨空E 共同庖舗の建設による集樹
匿劉観光向け物産館などの整倒

匿盟加工見学販売の一体化施言

回E皿商庖街のイベントの充実
医歪::::1若者による庖づくり支援

「一寸 そのf也・わからない・不明

医翠習工業・流通団地の開発

匡ヨ農産物を活かした加工産主KI

~ uターン者による起業支崎
医2ヨ 既存の工業の育成
仁二コ その他・わからない・不明

区麹既存の自然観光地の整備

匡三ヨ 自然 ・田園景観の保全整倒

臣室ヨ観光物産館などの整備

~ 桜のまちづくり

臣室2'1観光農園などの充実

陸麹個性的な文化観光施設整備

凹皿塩ケ森公園の整備充実

医室雪景勝地でのイベン卜開催

区豆盟 国園別荘地の計画的開発

仁二コ その他・わからない・不明



tJメラレポート

包
包
含 ヤッタ一、いちばん/

(J 11上幼稚園・ 10月22日)

ナイス、コントロール/
(老人クラブ・ 10月28日)

白猪の滝まつり惨

11月3日の文化の目、恒例の白猪の滝まつりが、

河之内問屋で開催されました。

当日は、少し冷え込んだため、白猪の滝の会場で

は甘酒が一番人気でした。

甘酒をすすりなが、ら、滝を見て一句認める人、

たき火を囲みなが、ら滝を見る人、滝水にふれてみる

人など、思い思いの滝の秋を満喫していました。

‘ためとも祭り
秋晴れさわやかな10月29日、滑川小学校跡地

でためとも祭りが開催されました。

今年は、会場の上の光明寺で為朝廟開眼供養

が、行われたり、弓の試射大会では為朝さん(? ) 

も参加したりと、為朝ゆかりの地をアピールす

るイベン卜が行われました。
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• nメラレポート

井内の収穫祭砂

1 1月3目、井内の大平で収穫祭が行われま

した。今年は、町内の人形劇グループが、春

に田植えをしたものを収穫し、この日、もち

ゃおこわなどにして、無事おなかの中におさ

めました。

‘スポレク祭'95
10月1日・ 15日、愛媛スボレク祭松山地方

大会が愛媛県総合運動公園を主会場に行われ

ました。

川内町からもバレーボールなど 7種目に

59人の選手が、参加し、熱戦を繰り広げ、ました。

主な成績は、以下のとおりです。

なお、松山地方大会3位以上が県大会(11月

5・12日)へ出場し、家庭婦人バレーボール2部

カ，f3連覇するなど好成績をおさめました。

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
釘

松
山
地
方
大
会
結
果

(
十
日
一
日
・
十
五
日
)

優

勝

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
二
部

(
第
三
位
)

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
邸

愛
媛
県
大
会
結
果

(
十
一
月
五
日
・
十
二
日
)

優

勝

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
二
部

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

(
準
優
勝
)

O
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

菅
野
忠
知
(
個
人
)

いきいき健康ウオーク炉

好天に恵まれた11月5日、いきいき

健康ウオークが行われました。

中央公民館に集合した108人の参加

者は、まず須山浩光先生の歩き方の指

導を受け、重信町上村の河川敷公園を

めざして歩きました。途中から高速道

路の未開通部分に上がり、眺望のよい

前人未到の道を昧わっていました。

7 



11メラレポート

第22田川内町文化祭
今年は、 11月5日の「なつかしの唄画祭」を度

切リに、オスマン・サンコンさんの講演など楽し

い企闘がいっぱいの立化祭でした。

サンコンのとっておきアフリカ話惨
11月10日、オスマン・サンコンさんをお招き

して、文化講演会が開催されました。

講演では、ギニアと日本の文化の遣いをユー

モラスに話され、会場は笑いの渦となりました。

自然とともに生きるアフリカの知恵を教わっ

た講演でした。

4素人のど自慢大会

11月11日、素人のど自慢大会が中央公民

館で開催されました。熱演につぐ熱演の結

果は、以下のとおりです。

一

地

沖

ム

市

一

2

一

一

日

ホ

吉

一

湧

恵

一

一
横
下
三
西
一

一
美

ル

行

子

一

一
好
げ
真
笑
一

1

-

R
H
w
I
'
I
F

-

立
口

一

森

渡

森

堀

一

一
品
目
円
曲
貝
噛
貝
品
貝
一

一
一
切
秀
秀
演
一

一
最
優
優
熱
一

自
衛
隊
グ
ツ
ズ
も

あ
り
ま
し
た
。

-8 

秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
中
の

一
十
一
月
十
二
日
、
防
火
デ

1
行
事

一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
六
時
の
非
常
招
集
サ
イ
レ

…
ン
で
川
内
中
学
校
に
集
合
し
た
消

…
防
団
員
は
、
寒
さ
を
も
の
と
も
せ

…
ず
、
規
律
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し

…
た
。
訓
練
の
後
は
、
消
防
自
動
車

…
で
町
内
全
域
を
パ
レ
ー
ド
し
、
防

…
火
意
識
の
高
揚
を
呼
び
か
け
ま
し

一
た
。

子
ど
も
が
お
も
わ
ず

立
ち
上
が
っ
た
人
形
劇

も
あ
り
ま
し
た
。



読書感想文入賞者発表/
読書週間にちなんて。、日頃読んだ本の中で特に感銘を受けた本

の感想文を募集いたしましたところ、 36点の応募がありました。

審査の結果、応募作品の中から、次のとおり入選(10点)、佳作
(10点)を選び、表彰状及び記念品を贈りました。

〈
入
選
〉

O
小
学
校
低
学
年
の
部
(
敬
称
略
)

カ
f¥.1.メ
川 1・の
上野く
小ら
一 萌し
左r L 

土子

ル

「
や
ぶ
か
の
は
な
し
」

野

口

竜

馬

(
川
上
小
二
年
)

環 ..... vノ

な

REZ 
上凶赤

今有台
a:衣と
ご子

O
小
学
校
高
学
年
の
部

(油十
川市四
上川の
小瞳
六泰」

竺民

「
う
し
ろ
の
正
面

だ
あ
れ
」

鎌

田

渚

(
東
谷
小
六
年
)

O
中
学
校
の
部

O

一
般
の
部

明

日差i
内22ら
中貝の

Eヨ
阿量目

空笥惇

ピ
(古ル

川間マ
内瀬の
中竪
三 智琴

き子

人
(正問
川主主失
内服格
中」
二真

平等

~ 

中
J圭井
J同且ゴ

(水でツ
保与フ
τr:: 
晶体I
7u香 」

〈
佳
作
〉

西
谷
小
一
年

東
谷
小
二
年

川
上
小
三
年

川
上
小
五
年

川
上
小
六
年

西
谷
小
六
年

川
内
中
二
年

川
内
中
三
年

川
内
中
三
年

一
般
(
高
校
二
年
)

藤

岡

泉

帆

高

須

賀

竜

紀

高

須

賀

文

香

高

瀬

雅

子

花

山

大

知

山

本

那

央

野

中

義

弘

野

中

ふ

み

高

須

賀

真

里

渡

部

紀

子

審査を終えて

子~ 
~ 

審査委員代表

西奇小学校教諭

青井

よ
い
本
に
出
会
い
、
夢
中
で
読

ん
だ
様
子
が
思
い
う
か
ん
で
く
る

よ
う
な
、
素
直
で
勢
い
の
あ
る
多

数
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
作
品
に
は
、

身
近
な
生
き
物
の
不
思
議
に
目
を

向
け
、
そ
の
驚
き
を
素
直
な
言
葉

で
表
現
し
た
も
の
や
、
主
人
公
に

呼
び
か
け
た
り
、
自
分
の
体
験
と

重
ね
合
わ
せ
て
気
持
ち
を
表
現
し

た
り
と
か
わ
い
い
作
品
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

高
学
年
に
な
る
と
、
主
人
公
の

生
き
方
に
深
く
感
動
し
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
前

向
き
の
姿
勢
が
感
ビ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
中
学
生
に
な
る
と
、
作

者
の
意
図
を
敏
感
に
読
み
取
り
、

疑
問
を
持
っ
て
読
み
深
め
な
が
ら
、

自
分
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

一
般
の
部
で
は
、
も
の
の
見
方

や
考
え
方
を
も
変
え
て
し
ま
う
ほ

ど
の
本
に
出
会
い
、
自
分
を
見
つ

め
、
さ
ら
に
現
在
社
会
を
見
つ
め

て
い
く
姿
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し

た。
活
字
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
今
日
で
す
が
、
図
書

館
で
本
に
読
み
入
っ
て
い
る
子
供

た
ち
の
姿
に
は
、
心
安
ま
る
思
い

が
し
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
本
と
の

め
ぐ
り
あ
い
は
、
人
間
ら
し
く
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

「
読
む
」
こ
と
を
生
活
の
中
に

し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
、
心
豊
か

な
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
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-・・・・・・・・圃みんなの広場

わが家①愛ド/ι
満 1i裁を迎えられる赤ちゃんの写真とコメン卜を募集しま

す。コメントには名前、住所、生年月日、両親の名前、赤ち

ゃんを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役

場総務課広報係まで、送ってください。

Eζ 

しようと

笠人くん
( 11月12日生)

父 :和人母 :由美

わんぱくでもいい。

でも、人を思いやれる

心のやさしい子に育って

欲しいな。

木)

大野

(高浦)
ゆか

由佳ちゃん

( 11月28日生)

父 :'1宣康母 :三枝

このごろちょっぴり甘えんぼ

うになってきた由佳ちゃん。

泣き虫は、はやく卒業して、

お兄ちゃんと仲良く遊んで、ねO

(日

近藤

戸)
あきら

輝 くん
( 11月10日生)

父 :真蔵母 :尚子

おじいちゃんとそっくりな

あきらくん。元気で明るく

みんなに好かれる子に

なってね。

(板

大西

サ云

叉

文
化
祭

台
さ
息
え
の
後
押
す
=
一
輪
車

井
ノ
ロ

時
{
道
を
駈
け
、
一
反
る
子
や
村
時
雨

近

藤

千

春

淳
子
貼
り
然
、
へ
明
る
さ
に
暫
し
坐

す

高

瀬

照

幸

ダ
ム
と
な
る
此
処
湯
の
皇
の
時
雨

楠

治

子

か

な
湯
気
立
て
、
生
れ
し
仔
牛
霜
の
朝

小

倉

静

波

焼
き
物
の
狸
の
腹
や
石
蕗
の
花

大

下

典

子

隠
居
部
屋
世
間
を
隔
つ
古
障
子

能

…

田

度

-
も
ら
れ
し
波
淳
子
の
内
で
ふ
さ

和
田
寿
喜
枝

10 

俳
句
会

3
蝿
谷
選

i

文

霜
靖
や
大
著
ぐ
ろ
の
、
又
つ
る
湯
気

高
須
賀
清
江

五
目
飯
大
が
ま
に
炊
き
文
化
祭

渡

部

ネ

稔

ま
ろ
ま
ろ
と
す
く
も
の
山
ゃ
ん
7

朝

の

霜

高

須

賀

茅

花

徐
に
し
絞
め
し
写
楽
の
謎
や
文
化
の

日

戒

能

多

喜

片
言
の
動
き
目
て
え
ふ
日
向
ほ
こ

込

川

水

稔

良
い
こ
と
の
あ
り
そ
う
な
日
よ
霜

の

朝

池

川

淵

ぶ



東
谷
小
学
校
に

大
壁
画
完
成

• 
¥
ノ
ス

一

ワ

，

m

，
 

-n

ピ

ω

ト

T
 

みんなの広場

日
当
日
に
ペ
ン
キ
で
色
づ
け
し
た

も
の
で
す
。

か
参
加
型
の
参
観
日
d

と
い
う

こ
と
で
、
色
つ
け
作
業
も
生
徒
た

ち
に
混
じ
っ
て
保
護
者
の
方
も

い
っ
し
ょ
に
し
ま
し
た
。

エ
プ
ロ

ン
姿
に
軍
手
と
い
、
つ
い
で
た
ち
で

奮
闘
し
な
が
ら
の
色
づ
け
作
業
で

し
た
が
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
見

え
ま
し
た
。

暑
い
夏
の
下
塗
り
作
業
、
下
書

き
作
業
、
そ
し
て
色
つ
け
作
業
を

経
て
完
成
し
た
こ
の
壁
画
は
、
色

あ
ざ
や
か
で
、
遠
く
か
ら
も

一
目

で
わ
か
り
、
道
ゆ
く
人
も
車
も

そ
の
歩
み
を
ゆ
る
め
て
い
ま
し

た。

-・・・・・・
E

E-----
E

・・'
柳

も

つ

吟

社

く

ー
十
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

銭
の
切
手
私
の
宝
物今
井

乗
り
降
り
に
手
を
添
え
ら
れ
て
年

を

知

リ

山

本

ひ

ろ

志

ス
キ
ッ
プ
で
通
る
子
の
影
は
ず
ん

で

る

都

築

昼

貴

子

筆
不
精
切
手
の
値
段
志
れ
て
る

佐
々
水
胡
舟

追
伸
ピ
末
尾
に
添
え
る
て
一
行

渡
部
佐
え
良

良
い
一
込
事
く
れ
よ
と
願
い
貼
る
切

手

田

野

岡

田

州

似
顔
絵
も
添
え
て
敬
老
祝
い
来
る

篠
森
美
登
里

野
仏
の
彩
が
の
び
て
る
帰
リ
道

平

岡

深

舟

放
の
風
い
っ
ぱ
い
詰
め
て
切
手
貼

る

田

烏

夢

現

東
谷
小
学
校
の
入
口
に
突
然
、

色
あ
ざ
や
か
な
壁
画
が
出
現
し
ま

し
た。
絵
に
は
、
桜
三
里
(
春
)
、
滑

川
(
夏
)
、
雨
滝
(
秋
)
、
白
猪
の

滝
(
冬
)
が
描
か
れ
、
東
谷
の
四

季
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

こ

の

絵

は

か
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
壁
で
は
味

気
な
い
。
絵
で

も
描
い
て
み
た

ら
μ

と
い
う
校

長
先
生
の
発
案

で
始
ま
り
、
学

校
創
立
九
十
周

年
記
念
と
卒
業

記
念
を
兼
ね
て
、

六
年
生
二
十
一

名
と
そ
の
保
護

者
が
、
十
月
二

十
日
幽
の
参
観

斎

水

し
ょ
ぼ
く
れ
た
彩
へ
白
人
?
を
叱
り

つ

け

山

本

紫

芳

添
え
た
手
を
払
い
除
け
て
る
頑
固

岩

田

中

若

峯

割
引
き
の
切
手
も
虫
る
か
民
営
化

高

岡

紫

迅

一
段
信
用
の
切
手
も
入
れ
て
子
に
便

リ

高

瀬

喜

撰

亭

下ど 通実士 十
さな ) ー

しJ宅 水公旦ー
も 下島盟国..0. 
おAヌ:Q 第一一 -ムi 

( 勇一)琴
軽読 A 

童書ご込 七後
参加)み 時

市
h
A



郡
婦
人
大
会

「
十
一
年
を
過
ぎ
た
の
で
、
今
年

度
よ
り
形
を
変
え
た
郡
大
会
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
」

「
体
験
学
習
を
主
に
し
た
研
修
会

に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
、
っ
。
」

「
三
町
の
色
々
を
体
験
し
て
、
そ
の

町
の
良
さ
を
尚
子
習
し
ま
し
ょ
う
よ
。
」

と
言
、
つ
事
で
、
今
年
度
の
開
催
地

は
中
島
町
。
怒
和
島
を
体
験
し
よ

う
と
言
、
つ
事
に
な
り
ま
し
た
。

期
日
は
去
る
十
月
十
四
日
。
川

内
町
は
秋
祭
り
な
の
で
、
日
の
変

更
を
し
て
欲
し
い
と
、
色
々
検
討

し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
こ
の

日
し
か
取
れ
ま
せ
ん
。
申
し
訳
な

く
思
い
ま
し
た
が
、
都
合
の
つ
く

人
だ
け
で
参
加
し
よ
う
と
言
う
事

に
な
り
、
三
十
六
名
で
怒
和
の
地

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

絶
好
の
船
旅
日
和
。
地
図
を
片

手
に
、
「
こ
の
島
が
二
神
」
「
あ
の

島
が
津
和
地
」
な
ど
と
和
気
あ
い

あ
い
。
磯
の
香
り
を
楽
し
み
、
沖

縄
の
海
に
も
負
け
な
い
よ
う
な
水

の
美
し
さ
を
褒
め
な
が
ら
上
陸
。

怒
和
の
方
々
の
心
温
ま
る
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。

間
も
な
く
開
会
。
開
会
行
事
も

4Ff .，
 

-

/

 

今
ま
で
に
な
く
、
和
や
か
で
ほ
ほ

え
ま
し
い
光
景
と
な
り
ま
し
た
0

・
ょ
う
こ
そ
怒
和
へ
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
し
た
。
怒
和
も
中
島
町

で
す
。
と
笑
い
を
さ
そ
い
ま
す
0

・
海
の
幸
、
み
か
ん
の
幸
、
情
け

あ
る
人
の
心
の
幸
の
中
島
を
、
怒

和
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

-
先
日
の
旅
先
で
私
達
の
一
行
を

褒
め
て
下
さ
っ
た
方
が
、
「
婦
人

会
の
方
で
す
か
。
」
:
・と
。
そ
の

方
は
全
国
を
回
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
婦
人
会
は
、
普

遍
性
と
長
い
伝
統
を
持
っ
た
、
し

か
も
地
域
に
密
着
し
た
団
体
で
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
地
域
に
せ
よ
、

町
に
せ
よ
、
婦
人
会
を
頼
り
に
し

て
い
る
の
で
す
。
誇
り
を
持
っ
て

下
さ
い
。

忙
し
い
で
す
が
自
分
の
事
ば
か

り
で
な
く
、
地
域
に
目
を
配
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
来
る
貴
い
団
体

で
す
。
交
流
を
温
め
な
が
ら
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
又
、
新
聞
に
、

嫁
い
だ
娘
が
新
婚
旅
行
の
お
土

産
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

甘
い
物
が
好
物
の
私
共
に
と
、
ハ

イ
カ
ラ
な
引
き
出
し
状
に
な
っ
た

箱
に
入
っ
た
お
ま
ん
じ
ゅ
う
で

す
。
そ
の
包
装
紙
も
割
合
と
シ
ッ

ク
で
き
れ
い
で
す
。
よ
く
見
る
と

包
装
紙
は
、
「
古
紙
混
入
を
利
用

し
た
も
の
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

裏
面
を
見
る
と
、
赤
い
線
で
封

筒
の
平
面
図
。
切
り
抜
く
と
立
派

な
封
筒
に
な
り
ま
し
た
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
言
葉
を
親

か
ら
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
た
私
達
の

世
代
。
き
れ
い
な
包
装
紙
な
ど
、

す
ぐ
捨
て
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

た
た
ん
で
し
ま
っ
て
お
く
だ
け
で

な
く
、
こ
の
よ
う
な
再
利
用
の
再

利
用
は
い
い
で
す
ね
。
大
賛
成
で

す
。
と
あ
り
ま
し
た
。
と
紹
介
。

心
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

昼
食
は
、
怒
和
の
方
々
の
ご
厚

意
を
感
謝
し
な
が
ら
、
海
の
幸
を

満
喫
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
怒
和
島
一
周
で
す
。

怒
和
な
ら
で
は
の
観
光
パ
ス
に
、

私
達
は
み
か
ん
の
箱
詰
め
な
み
に

か
し
こ
ま
り
。
い
え
、
海
の
景
色

の
よ
さ
と
、
島
の
諸
々
に
ペ
チ
ヤ

ク
チ
ャ
。
住
み
着
き
た
く
な
る
よ

う
な
心
地
よ
さ
で
し
た
。

八
幡
様
で
は
、
三
町
の
幸
と
活

性
化
を
祈
り
上
げ
ま
し
た
。
お
陰

で
し
ょ
う
。
数
年
前
の
台
風
の
爪

跡
も
大
分
、
っ
す
ら
い
で
、
植
樹
し

た
ミ
カ
ン
に
身
が
付
い
て
お
り
、

安
心
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
怒
和
の
地
の
素
晴
ら

し
い
景
観
と
、
和
や
か
で
情
の
細

や
か
な
温
か
さ
を
体
い
っ
ぱ
い
に

吸
収
し
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
得
た
体
験
を
川
内
の

地
に
花
咲
か
せ
る
事
の
出
来
ま
す

ょ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
家
の
事
で
精
い
っ
ぱ
い

だ
」
な
ど
と
思
わ
な
い
で
、
地
域

へ
、
川
内
町
へ
と
視
野
を
広
げ
、

少
し
ず
つ
か
ら
出
来
る
事
を
、
出

来
る
時
に
働
き
か
け
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
婦
人
会
に
誇

り
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ヮ“1E目占

失
敗
・
出
し
そ
び
れ
葉
書
を
集
め

ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
ま
せ
。

は
が
き
入
れ
の
ポ
ス
ト
は
一
月
末

ま
で
、
中
央
公
民
館
の
玄
関
に
置

き
ま
す
。
こ
の
代
金
は
福
祉
協
議

会
へ
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

桜
学
級
(
家
庭
看
護
と
実
習
)

十
二
月
十
三
百
刷
午
後

一
時

中
央
公
民
館
三
階
、
学
習
室

独
居
老
人
訪
問
(
十
二
月
)

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ー
ド

を
支
部
長
さ
ん
に
届
け
て
下
さ
い
。

施
設
訪
問
タ
オ
ル
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
千
四
百
八
枚

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
持
っ
て

訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ボ
カ
シ
作
り
・
販
売
(
石
け
ん
ボ

カ
シ
)

十
二
月
二
十
四
日
間
午
後
二
時

中
央
公
民
館
コ
一
階
・
学
習
室

川
内
町
婦
人
会
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み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

一ム玄一
一
回
貝
一
一委一
一育一
一教

一

町
民
意
識
調
査
よ
り

先
月
号
の
問
6
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
現
在
で
も
部
落
差
別
の

中
で
は
、
結
婚
の
と
き
に
強
く
差

別
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
人
が
、

八
四
%
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
結

婚
問
題
に
つ
い
て
は
強
く
部
落
差

別
が
残
さ
れ
て
お
り
「
も
う
差
別

は
な
か
ろ
う
」
と
は
一言
え
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
自
分

の
身
に
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

問
7

将
来
、
か
り
に
、
あ
な
た

の
お
子
さ
ん
(
お
孫
さ
ん
)
が

結
婚
し
よ
う
と
す
る
相
手
が
、
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わ い絶 え朝』 いし 結
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同
和
地
区
と
い
わ
れ
た
所
の
人

で
あ
っ
た
場
合
、
あ
な
た
は
ど

う
し
ま
す
か
。

結
果
の
考
察

川

「結
婚
さ
せ
る
」
と
い
う
人
が

全
体
の
二
五
・
五
%
を
占
め
て

い
る
。特
に
二
O
歳
代
で
四
二
・

九
%
の
人
が
「
結
婚
さ
せ
る
」

と
い
う
の
は
、

学
校
で
の
同
和

教
育
推
進
に
よ
っ
て
偏
見
が
少

な
く
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る。

凶
「
絶
対
さ
せ
な
い
」
と
い
う
人

が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の

人
が
、
各
年
代
と
も
五
%
前
後

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
同
和
教
育
を
推
進
す
る
上
で

最
大
の
課
題
で
あ
る
。

川

「そ
の
時
に
な
ら
な
い
と
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
人
が
、
全
体
の

過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ

は
、
結
婚
は
本
人
の
意
志
が
基

本
で
は
あ
る
が
、
家
族
や
周
り

の
人
に
も
配
慮
し
て
、
こ
の
よ

う
に
答
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

凶
過
去
二
回
の
調
査
は
、
い
ず
れ

も
「
わ
か
ら
な
い
」
の
項
目
を

設
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
た

だ
ち
に
比
較
は
出
来
な
い
が
、

大
勢
は
読
み
取
る
こ
と
が
出
来

る
、
「
絶
対
さ
せ
な
い
」
の
項

目
で
は
、

一
九
九
二
年
(
平
成

四
年
)
よ
り
は
多
い
が
、
一
九

七
九
年
(
昭
和
五
四
年
)
の
四

分
の
一
以
下
に
減
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
結
婚
さ
せ
る
」
の
項

目
で
は
、
一
九
九
二
年
よ
り
は

少
な
い
が
一
九
七
九
年
よ
り
は

増
え
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
結
婚
差
別

に
対
す
る
川
内
町
民
の
意
識
は
、

ほ
ぼ
一
五
年
間
に
わ
た
る
同
和
教

育
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
確
実

に
向
上
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
た
だ

一
九
九
二
年
に
比

べ
て
数
値
が
劣
る
の
は
、
前
回
が

地
区
別
懇
談
会
参
ノ
加
者
(
ほ
ぼ
毎

年
同
じ
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
)
が
対

象
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
は
、

町
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し

た
た
め
の
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。間
8

あ
な
た
の
、
身
の
ま
わ
り

で
同
和
問
題
(
部
落
差
別
)
を

お
こ
す
人
が
い
た
場
合
、
あ
な

た
は
、
ど
う
し
ま
す
か
。

5 無 4 3 Z 1 
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結
果
の
考
察

川
同
和
問
題
を
起
こ
す
人
が
い
た

場
合
、
積
極
的
に

「あ
や
ま
り

を
正
し
く
し
て
や
め
さ
せ
る
」

と
い
う
人
は
全
体
の
一二
六
%
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
男
性
は
四

一ニィ

五
%
で
あ
る
が
、
女
性
は

二
八
・
七
%
と
少
な
い
。
ま
た

「
や
め
さ
せ
る
勇
気
が
な
い
」

と
い
う
人
は
、
男
性
の
二
八

・

七
%
に
対
し
、
女
性
は
、
四
三
・

一一
一
%
と
多
い
。

山
二
O
歳
代
は
「
や
め
さ
せ
る
」

と
い
う
人
が
四
O
%
で
最
も
多

く
、
問
5
で
「
差
別
が
あ
る
」

こ
と
を
最
も
多
く
認
め
た
四
O

歳
代
の
人
が
、
同
和
問
題
を
起

こ
す
人
が
い
た
場
合
の
対
応
で

は
、
い
ち
ば
ん
消
極
的
な
反
応

を
示
し
て
い
る
。

次
に
町
民
意
識
調
査
に
寄
せ
ら

れ
た
感
想
、
意
見
の
中
か
ら

一
題

掲
載
い
た
し
ま
す
。

-R同和
教
育

同
和
教
育
に
関
し
て
は
、
大
切

な
問
題
な
の
で
、
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
が
、
実
際
同
和

問
題
の
存
在
を
意
識
し
た
の
は
、

小
学
校
の
授
業
で
、
授
業
を
受
け

な
か
っ
た
ら
、
多
分
知
ら
な
か
っ

た
と
思
う
。
だ
か
ら
知
ら
な
い
方

が
い
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

知
ら
ず
に
す
む
問
題
で
も
な
く
、

結
婚
の
機
に
も
し
直
面
す
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
学
習
し
た
こ
と
を
活

か
す
こ
と
が
出
来
る
し
、
学
習
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
と
し
て
成

長
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
、
特

に
小
学
校

・
中
学
校
で
は
積
極
的

に
同
和
教
育
を
す
る
べ
き
だ
と
思

、
「
ノ
。※
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り

毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
二
月

十
日
ま
で
は
「
差
別
を
な
く
す
る

強
調
月
間
」
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
差
別
解
消
の
意
義
を
今

一
度
思
い
起
こ
し
、
差
別
の
な
い

明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

qぺ
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会
福

年勤可

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
活
動

口
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

9
月

1
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
必
食

(
水
田
操

4
名
)

9
月
8
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
羽
食

(
黒
川
七
重
7
名
)

9
月

H
日
給
食
サ

l
ど

ス

必

食

(
渡
部
忠
子
5
名
)

9
月
辺
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
幻
食

(
渡
部
二
三
子
4
名
)

日
月
6
日
給
食
サ
ー
ビ
ス

U
食

(
水
田
操

6
名
)

叩
月
日
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
幻
食

(
黒
川
七
重
8
名
)

口
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

9
月
ロ
日
老
人
訪
問
健
康
チ
エ

ツ
ク
(
松
本
光
子
)

9
月
ロ
日
老
人
訪
問
健
康
チ
エ

ツ
ク
(
高
須
賀
カ
ヲ
ル
)

老
人
訪
問
健
康
チ
ェ

ッ
ク
(
小
安
ヤ
ス
子
)

9
月
お
日

)
内
は
代
表
者
及
び
参
加
人
員

老
人
訪
問
健
康
チ
ェ

ッ
ク
(
井
上
光
江
)

独
居
老
人
寺
巡
り

(
高
岡
繁
子
2
名
)

口
婦
人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

9
月
7
日

花

の

移

植

(
山
本
ア
ツ
子
同
名
)

9

月

四

日

花

植

(
山
本
ア
ツ
子
日
名
)

9
月
お
日
桜
の
木
の
手
入
れ

(
山
本
ア
ツ
子
四
名
)

9
月
お
日
産
業
道
路
脇
の
手
入
れ

(
山
本
ア
ツ
子
お
名
)

日
月
日
日
花
の
入
れ
替
え

(
山
本
ア
ツ
子
日
名
)

口
と
も
し
ゃ
ひ
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

9
月
日
日
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
枕
縫
い

(
滝
岡
美
千
香
5
名
)

9
月
ロ
日

一一一恵ホ
l
ム
雑
巾
縫
い

(
渡
部
ヨ
シ
エ

8
名
)

9
月
出
日

日
月
ロ
日
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V~ ま寄 ・氏名贋川和高 付古付勤
ど比し福 .生年月日昭和12年12月24日就同辞寂
こ較が祉
よし九協 ・住 所南方457番地 ff氏E氏

赤い羽根共同募金が10月
1日より12月31臼まで実
施されております。ご協

力のほど、よろしくお願

いいたします。

り
も
早
く
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
実
施
し
て
い
る
ホ

l
ム
ヘ
ル

パ
l
派
遣
事
業
も
、
週
五
日
制
か

ら
三
六
五
日
へ
の
体
制
に
作
り
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。ま
た
、
そ
の
他
に
も
障
害
者
福

祉
を
は
じ
め
、
多
く
の
福
祉
事
業

の
充
実
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
民
生

委
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

皆
様
方
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

現
在
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
、
三

恵
ホ

l
ム
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅
の
虚

弱
老
人
や
寝
た
き
り
老
人
を

送
迎
し
て
、
お
年
寄
り
に
入

浴
、
食
事
の
提
供
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
、
機
能
回
復
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

入
浴
な
ど
で
楽
し
い
仲
間

づ
く
り
を
し
な
が
ら
心
身
機

能
の
維
持
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
ご
希
望
の
方
は
、

役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

¥
 の《

r

げ
/

-14一



お酒
と
健康
編

|健康|づ|く|り|
『食べることいろいろ』

食生活は健康づくりの基本です。
新聞、雑誌などでいろいろな健康情報が流されていますが、健康づくりの

基本は食事です。今月号から毎回、食べることを中心に健康づくりに関する

ことをいろいろお知らせします。

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
、

忘
年
会
、
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
お

酒
と
健
康
に
つ
い
て
で
す
。

お
酒
は
百
薬
の
長
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
逆
に
お
酒
を
飲
ん
で

肝
臓
を
悪
く
し
た
り
、
血
圧
が
上

が
っ
た
り
も
し
ま
す
。
健
康
を

守
っ
て
お
い
し
く
お
酒
を
飲
む
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

飲
み
過
ぎ
に
関
係
す
る
病
気
の

う
ち
、
肝
硬
変
の

2
1
3
割
、
慢

性
醇
炎
の

5
1
6
割
は
ア
ル
コ
ー

ル
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
肝
臓
が
ん
を
促
進
す
る
働
き

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
高
校
生
、
大
学
生
時
代
に

日
常
的
に
お
酒
を
飲
む
と
成
人
病

が
早
く
発
症
す
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
お
酒
を
百
薬
の
長
と
し

て
い
か
す
た
め
に
は
肝
臓
を
い
た

わ
り
な
が
ら
飲
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
れ
と
同
時
に
肝
臓
を
含
め

た
内
臓
が
十
分
に
働
け
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
酒
を
飲
む
と
き
は
次
の

4
点

の
こ
と
に
気
を
つ
け
し
よ
う
。

『
食
べ
な
が
ら
飲
む
』

お
な
か
が
す
い
て
い
る
と
き
に

飲
ん
で
悪
酔
い
し
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
食
べ
物
を
食
べ
る
こ

と
で
胃
粘
膜
の
保
護
ゃ
、
血
液
中

の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
を
急
に
上
げ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
又
、
肝
臓
の
た
め
の
栄
養
の

補
給
も
で
き
ま
す
。
出
か
け
る
前

に
牛
乳
を

1
本
飲
む
の
も
効
果
的

で
す
。
か
け
つ
け
「
3
杯
」
は
悪

酔
い
も
「
3
倍
」
で
す
。

『
肴
は
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ
り
』

お
酒
の
つ
ま
み
は
脂
っ
こ
い
も

の
、
塩
か
ら
い
も
の
が
多
く
な
り

が
ち
で
す
が
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
は

脂
肪
肝
や
肥
満
へ
の
近
道
に
な
り

ま
す
し
、
塩
か
ら
い
物
は
血
圧
を

あ
げ
ま
す
。
お
つ
ま
み
で
タ
ン
パ

ク
質
を
摂
る
た
め
に
は
油
を
使
っ

て
い
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
さ
し
み
、
豆
腐
、
チ

l
ズ
類

な
ど
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ビ
タ
ミ

ン
類
を
摂
る
た
め
に
は
野
菜
料
理

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
野
菜
の
煮
物

や
和
え
物
が
あ
れ
ば
必
ず
食
べ
ま

し
ょ
う
。
食
後
の
果
物
も
食
べ
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

『
適
量
を
飲
み
ま
し
ょ
う
』

お
酒
に
強
い
人
、
弱
い
人
い
ろ

い
ろ
で
す
が
肝
臓
で

1
日
に
処
理

で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
は
印

g

程
度
で
す
の
で
下
の
表
を
参
考
に

適
量
を
考
え
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
以
上
飲
ん
で
し
ま
っ
た
と

き
は
、
し
ば
ら
く
禁
酒
し
て
肝
臓

を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

『
毎
日
飲
ま
な
い
』

肝
臓
を
休
ま
せ
る
「
休
肝
日
」

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
仕
事
も
週
休

2
日
が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
肝

臓
も
週
休
2
日
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
日
続
け
て
の
休
肝
日
が
肝
臓
を

い
た
わ
る
た
め
に
は
効
果
的
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
休
肝
日
は
飲
み

過
ぎ
て
禁
酒
す
る
日
と
は
別
で
す
。

以
上
の

4
点
を
守
っ
て
楽
し
く

お
酒
と
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う
。

宴
会
続
き
に
、
外
食
続
き
に
な

り
が
ち
な
こ
の
時
期
、
特
に
注
意

し
て
ほ
し
い
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

も
次
に
3
点
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

①
宴
会
当
日
、
次
の
日
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
調
節
す
る
。

宴
会
で
は
ど
う
し
て
も
、
飲
み

過
、ぎ
、
食
べ
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。

当
日
と
次
の
日
の
主
食
(
ご
飯
、

パ
ン
、
め
ん
類
)
の
量
を
減
ら
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
不
足
し
や
す
い
食
品
を
積
極

的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

外
食
で
は
野
菜
類
は
不
足
し
が

ち
で
す
。
出
さ
れ
た
野
菜
料
理
、

果
物
は
残
さ
ず
食
べ
ま
し
ょ
う
。

③
夜
食
は
し
な
い

仕
上
げ
の
ラ
ー
メ
ン
、
お
茶
漬

け
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
夜
の

食
事
は
体
の
脂
肪
に
な
り
や
す

く
、
肥
満
、
高
脂
血
症
な
ど
を
お

こ
し
ま
す
。
そ
の
う
え
、
胃
の
負

担
が
大
き
く
体
調
を
く
ず
す
原
因

に
な
り
ま
す
。

飲
み
方
と
食
生
活
に
気
を
つ
け

て
忙
し
い
年
末
を
健
康
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。

川
内
町
健
康
セ
ン
タ
ー

栄
養
士
河
端
千
津
子

.アルコールおおよそ609に相当する量

F
h
d
 

日本酒ぃ…ー".・H ・".お銚子2本(2 合 ~360m2)

ビール・……".・ H ・-・ 0・大ぴん 2本(約1300m2)

ウイスキー........…・・ダブル2杯の水割り (120m2)

焼酎(25度)".・o・・ ーコ yプ1杯強 (220m2)

ワイン・ ・ ・・ ワインクラス4杯 (460m2)

ブランテー(特級) ・ダブル2杯の水割り (120m2)手直



お知らせ
募

集

平
成

7
年
度

自
衛
隊
生
徒
募
集

給
与
、
手
当
を
支
給
さ
れ
な
が

ら
、
一
般
の
高
校
卒
業
資
格
と
専

門
技
術
が
取
得
で
き
ま
す
。

口
受
付
期
間

口
月
1
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で

口
応
募
資
格

中
学
校
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み

の
方
で
、
平
成
8
年
4
月
1
日
に

お
い
て
満
日
歳
以
上
口
歳
未
満
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子

口
試
験
日

一
次

1
月
6
日
出

次

1
月
お
日
制
か
ら

1
月
お
日
同
の
聞

の
指
定
す
る
一
日

口
入
隊
平
成
8
年
3
月
下
旬

口
給
与
、
待
遇

1 年 3 年 4 年 終了時

3 士 2 士 l 土 土 長 3曹(教育終f時)

149.700 157.000 171.600 179.100 186.600 

品等学校教育す糟主 ¥ 専門技術教育等※年3凶の
礎教育 期末手当

-高等学校の卒業資格
. 3曹昇任後4年で幹部への受験資格ができます
-防衛大学校、航空学生、大学2部、大学通信制ヘ進むことも可能
-勤続年数が最長となって年金等にメリ ットがある

口
問
い
合
わ
せ
先

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
松
山
募
集

案
内
所
(
8
9
4
7
1
3
0
4
0
)、

ま
た
は
、
役
場
総
務
課
庶
務
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お

原買

い

平
成

7
年
度

N
H
K
 

海
外
た
す
け
あ
い-m

 

海
外
で
恵
ま
れ
な
い
人
々
に
援

助
の
手
を
差
し
の
べ
る

「
N
H
K

海
外
た
す
け
あ
い
」
が
、
今
年
も

日
本
赤
十
字
社

・
N
H
K
-
N
H

K
厚
生
文
化
事
業
団
の
主
催
に
よ

り
、
十
二
月

一
日
か
ら
二
十
五
日

間
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
今
年
で
十
三
回
目
と
な
る
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
主
に
自
然

災
害
や
戦
争
・
紛
争
等
に
よ
る
国

際
援
助
事
業
及
び
発
展
途
上
国
を

対
象
と
し
た
開
発
協
力
事
業
の
充

実

・
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
わ
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
義
援
金
の
受

付
窓
口
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

全
国
の
郵
便
局
・
銀
行
・
農
協
-

N
H
K
各
放
送
局
、
日
赤
愛
媛
県

支
部
な
ど

一日
週
間
月
間
一

日
月
は

V
ふ
ぐ
中
毒
防
止
月
間

日
月
1
日
は

V
世
界
工
イ
ズ
デ
|

日
月
1
日
j
7
日

愛
媛
エ
イ
ズ
予
防
週
間

ロ
月

1
日
は

「
世
界
エ
イ
ズ

デ

l
」
で
す
。
愛
媛
県
で
は
、
ロ

月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
を
「
愛
媛

エ
イ
ズ
予
防
週
間
」
と
定
め
、
保
健

所
に
お
い
て
夜
間
血
液
検
査
及
び

夜
間
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

口
夜
間
電
話
相
談

日

時

ロ

月

1
日
幽
口

l
m
時

2
9
3
1
1
4
0
3
6
 

ρ
h
U
 

1
E
4
 

口
日夜
時間
血

(無松 17 6 12液
秘料 UI ¥日月検 9
密中 20(水) 4 査 3
厳 央時い日 1 
守 保まず (日
) 健でれ e' 8 
所の品 4 

日/~\ 5 
も V¥f 5 

料場
金所目

月

4
日
1
叩
日

v
人
権
週
間



差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問

題
、
近
所
と
の
も
め
ご
と
、
い
じ

め

・
体
罰
で
お
困
り
の
方
は
、
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局

ま
た
は
そ
の
支
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

は
次
の
方
々
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

西

組

高

須

賀

恵

三
郎

(
宮

9
6
6
1
2
6
6
8
)

永

野

高

須

賀

鶴

男

(
宜

9
6
6
1
3
3
2
0
)

吉

久

大

西

良

温

(E
9
6
6
1
4
4
6
7
)
 

本目

百余

F

子
育
て

可
な
ん
で
も
ダ
イ
ヤ
ル

愛
媛
県
中
央
児
童
相
談
所
で

は
、
子
育
て
と
子
供
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
年
末
年

始
と
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

9
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
で
す
。

口
電
話
番
号
(
ロ
月
3
日
か
ら
以

下
の
番
号
に
な
り
ま
す
)

8
9
2
3
4
1
5
2
 

F
A
X
9
2
3
1
4
4
7
1
 

法
務
総
合
相
談
所
-

V
外
国
人
の
た
め
の

人
権
法
律
相
談
所

ロ
月

4
日
矧

叩
時
l
日
時
ま
で

口

場

所

い

よ

て

っ

そ

ご

う

口
相
談
内
容
人
権
問
題
、
登
記
、

供
託
、
戸
籍
、
国
籍
、
相
続
、
遺
言
、

外
国
人
の
た
め
の
人
権
法
律
相
談

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

口
日

時

V 

12人
時 権
問盟
電 控
話缶

想字
詰尖 る

総
Eコ

ロ
月
7
日
制

9
時
l
幻
時
ま
で

口
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ハU
1
i
つ
山】ハ
U

・
ハ
U

ワ
ω
にd

・
にd
F
b

ハU

口
相
談
内
容
差
別

・
い
じ
め
・

体
罰
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無
料

・
秘
密
厳
守
)

口
日

時

し、手V手健康講座I~ート6[おしゃべり講座

“あなたの食事の

塩分チェック"
熊田慶一

と

つ語ろ
(書道家)

12月13自体)

午後 1 時30分~3 時

健:康センター

町栄養士河端千津子

お昧噌汁、お吸物など汁物を

20m.e程度、健康手帳

・問い合わせ先 健康センター

ft966-2191 (有)5833

ナ

時

-場所

・講師

・持参品

刑務作業製晶

展示即売会

12月10日(日)
9 : 00~ 1 5 : 00 

重信町大字見奈良1243-2
松山刑務所 宮964-3355
各種タンス、木工家具、篠製品、紳

士靴、漆器類、石けん、味噌、醤油、

その他小物類多数

-日
-日時 12月4日(月)午後7時30分~
・場所中央公民館第1会議室

-受講料無料

・演 題 「雑学の活用 ・趣味のすすめ」

・問い合わせ先 川内町教育委員会

ft966-4721 (有)5911 

ビデオ
カメラ入門鍾言動

時

-即売品

戸庁

-日

-場

1 回目 12月 14 日体)19 : 30~21 :30 
基礎編(撮影の仕方と機能)

2回目 1 月 19 日(劃19 : 30~21 :30 
作品編(ビデオ作品の鑑賞と批評)

・場所中央公民館

-持参品 ビデオカメラ

・問い合わせ先 川内町教育委員会

ft966-4721 (有)5911 

時

17 

-日



永休O 
O 者

加JlI永移 の十

則之
異動 月中 入内
者町

野止 野転 はの 異有
内 次有

高 近 のと 最放長
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12月予防接種計画表

名
一
時
一
所

雄
一
日
一
場

開
一
種
一
種

予
一
接
一
接

対象者

注意事項

持参品

三種(ジフテリア・破傷風・百自咳)混合予防接種

平成7年12月7日(木)

午後 2時一 3時

健康センター 2階集団検診室

生後12カ月一90カ月で 1期初回を 3回及

び1年後の 1期追加を受けていない者。

なお、百日咳にかかったことのはっきり

している場合は 2種(ジフテリア・破傷

風)混合で実施できますので受付で申し

出て下さい。

-当日 は、会場で体温を計ります。

-予防接種を受けますと 1週間は他の予

防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません 0

・母子健康手帳、体温計

Aνω 

イ庸

平成 7年4月より予防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもう一
度よく見られ、まだ接種していない予防接種は早めに接種してください。

考| なお、ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。
健康センター 電話 966-2191 有線)5833 

12月ごみ収集計画表清掃センター 電話 966-4989

有線 3130 
1 . 宅与え3ごみ

収集曜日 ヰヌ 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷 ・西谷(井内を除く)
変更なし

毎 土谷.i骨川 ・天神・鳥の子・横灘団地
ー'..ー ・v ー制~-. -~- 咽 陣.. ーーー-ー・・・ー ーーーーー・ーーーーーーーーー』ーーー・・・司骨
木 井内

火・金 北方 ・南方
ーー、ー--~ --回...圃由ーーーー ーーー-------_.-----------ーーーーーー・・ーーー・・ー・・・・ーーー-ー-ーーー
火 奥松瀬川

週 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く) 12月23日(士)を

町筋(天神を除く) 12月22日(金)に収集

2.ちえ怒し、ごみ・粗大ごみ

qx 集 I也 域 ガラス ・空ビン類 空き缶等金物類 組 大
句." みえー

東奇・西告(井内を除く)
12月11日(月) 12月25日(月) 12月18日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 12月12日(火) 12月26日(火) 12月19日(火)

前松瀬)1/(鳥の子を除く)
12月13日(水) 12月27日(水)

町筋(天神を除く) 12月20日(水)

井内・土釜・滑川 12月14日(木) 12月28日(木)

。町指定ごみ袋販売腐の追加……口一ソン

。。



健康センターだより12月

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

血健康センター

健康センター

食生活改善推進員教育事業 受付午前 9:30-1:00 

三種(二種)混合予防接種受付午後 2:00-3:00 

ごころの健康相談 午前 9:00~12:00

いきいき健康講座 午後1:30-3:00 

「あなたの食事の塩分チェック」

育児相談 受付午前 9:00~10:00

育児学級 受付午後1:00-2:00 

5 R (火)

7日(木)

8 R (金)

13日(水)

14日(木)

?2月の献血
12月8日(剣
JA三内 9:00'"11 :00 

12月22日倒
松下寿 9:30'"16:00 

健康センター

健康センター

ク

ガリラヤ荘

イシ

午前 8:30-10:00

午前 9:00-12:00

イシ

イシ

不要犬引取り

野犬買い上げ

健康相談

母子健康手帳交付

機能回復訓練

毎週月曜日

毎週水曜日

24時間体制
川内町在宅介護

支援センター

午後1:00-3:00 

当君主民

12月3n I西本整形外科 重信町田窪 n964-1611 

10日|中川外科、内科 松山市南楠本町 n976-7811 

178 I山本内科 川内町北方 合 966-2066

23日|泉内科 川内町南方 n966-2226 

248 I愛媛十全医療学院附属病院川内町南方 n966-5011 

31日 i国立療養所愛媛病院 重信町横河原 告 964-2411

ft966-6250 有線 5833n966-2191 健康センター(問い合わせ先)

お気軽にご相談ください

(秘密厳守・無料)
n964-5632 (テレホンサービス)救急病院案内

密
dじ必、

戸

案書

の

(
十
月
受
付
分
・
敬
称
略
)草

古
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

保 西 茶 住

コ対千木ミ= 中

免 村 主λu主. 所

岡 高 光 東

須

回 賀 藤
保

護

博 政 博
者

行 繁 徳 得

大R 茜ま 弘j 佑希ゅき 名

樹き 里り 典Z 子二 日IJ

7 7 7 7 生
年

10 10 10 10 月

23 12 2 2 
日

女
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

三議

中 宮 市 天 住

森 之 ケ 原

坂 町 1ノ1コー 東 場 ネ申
所

松 渡 i度 大 佐 j度 近 佐
氏

木 音日 音日 石 イ白 部 』泰 伯

文 ア 芳 光 イ 時 手リ
サ 名

夫 .i. 明 春 力 ン 庚 久

78 82 75 74 86 93 68 60 年齢

7 7 7 7 7 7 7 7 死
亡

10 10 10 10 10 10 10 10 年
月

30 26 24 18 17 16 15 12 日

松木 部渡 部i度 大 佐伯 部渡 近 伯佐 世
石 月泰

ヨ T仔

丈夫
泰 4方明b 重 ン 日弘自 手リ 主
弘 臣 力 子 久

19-



く亘匝〉

介わうち

番S尚

“御来光の滝"

井内

紅
葉
の
中
の

滝
二
E孟
長ミ

川
内
町
で
滝
と
い
え
ば
東
谷
の

H

白
猪
の
滝
H

と
H

唐
岬
の
滝
H

が

す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
。
特
に
こ
の

紅
葉
の
時
期
に
は
白
猪
の
滝
ま
つ

り
な
ど
で
た
い
へ
ん
な
人
出
と
な

り
ま
す
。
一
方
、
西
谷
に
も
滝
が
あ
り
ま

す
。
秋
色
に
染
ま
っ
た
井
内
の
山

を
行
く
と
、
林
道
沿
に
つ
る
り
と

し
た
岩
肌
を
水
が
す
べ
る
よ
う
に

落
ち
る
、
女
性
的
で
優
美
な
滝
が

見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
滝
を
過
ぎ
、

林
道
の
舗
装
が
切
れ
て
す
ぐ
、

二

つ
目
の
滝
に
出
く
わ
し
ま
す
。
こ

ち
ら
は
対
照
的
に
岩
肌
が
ご
つ
ご

つ
と
し
て
男
性
的
で
す
。
こ
の
階

段
状
に
な
っ
た
滝
が

H

御
来
光
の

滝
山
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
紅
葉
の
中
に
あ
り
、

見
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
井
内
に

は
、
こ
の
ほ
か
に
も
み
ご
と
な
滝

が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
で
し
ょ
う
か
、

み
た
き

す
い

昔、
H

御
滝
水
H

と
い
う
銘
柄
の
酒

が
井
内
に
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

• 
野の花

ススキ (カヤ)
Miscanthus si 

• 

いね科の多年草。秋、黄かっ色の長い花穏を出す。

秋の七草の一つ。

-20 

井内大平集会所ヘ収穫祭の取材て*行った時、下

から見上げた井内の山々の中に白く輝くところが

あった。近くで見たくて、林道ヘ向かう。舗装も

切れ、悪路をゆくこと約15分、自の前に山全体が

ススキで覆われた“力ヤ山"が現われた。

あまりに身近すぎて、あらためて花の美しさな

ど考えたことがなかったススキですが、逆光に輝

き、風に揺れるススキの美しさは、見るものを圧

倒する。


